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	今年度、隠岐を調査する研究者をご紹介！
	隠岐をかけめぐる！
	研究者たち
	2026
	研究者２
	山澤 泰さん（富山大学）
	隠岐諸島島後におけるコウベモグラとアズマモグラの
	共存機構の解明
	２年目
	（一社）隠岐ジオパーク推進機構では、隠岐で調査を行う研究者を応援する
	『隠岐ユネスコ世界ジオパーク学術研究奨励事業』を実施しています。
	今年度、隠岐で調査を行う6名の研究者をご紹介します！
	研究者の調査へのご理解ご協力をよろしくお願いいたします。
	研究者１

	秋澤 紀克さん（広島大学）
	26万年間の日本海マントル熱化学進化史：
	隠岐島前・島後産カンラン岩捕獲岩からのアプローチ
	４年目
	研究者３

	羽生田 岳昭さん（北里大学）
	隠岐諸島における絶滅危惧種エビアマモの
	遺伝的多様性の解明
	１年目

	研究者６


	石井 晃瑛さん（慶應義塾大学）
	島嶼性陸棲貝類の生態学：
	隠岐諸島固有の陸棲貝類はどのような菌類を食利用し，その食性は
	隠岐の島嶼環境や地史的変遷とどのように関係しているのか？
	１年目
	研究者４


	遠藤 颯さん（東京都立大学）
	隠岐諸島におけるミミズの「大陸遺存」と「島嶼適応」の
	統合解析　― 動かない生き物が日本海形成の地史を語る ―
	１年目
	本研究では、土の中に暮らすミミズを調べることで、こうした島の歴史と生きものの進化の関係を明らかにすることを目指しています。ミミズは遠くへ移動することが苦手なため、その分布やDNAには昔の環境の変化が記録されていると考えられます。
	これまでの研究から、かたつむりときのこ (菌類) の間には「食べる・食べられる」という関係があることは分かっていますが、どのような菌類を利用しているのかなど、その詳しい実態はまだ十分に明らかになっていません。本研究では、野外調査やDNAを用いた分析を通して、陸産貝類と菌類との関わりを明らかにすることを目指します。


	関連イベントも実施予定です！
	『隠岐ユネスコ世界ジオパーク学術研究奨励事業』では、
	隠岐で調査を行う研究者を応援するだけでなく、
	その研究成果を隠岐諸島民の皆さまに伝えることにも取り組んでいます！
	今年度は下記の取り組みを予定しています。

	📃研究成果４島巡回展示　『隠岐にはまだ謎がある』
	　　昨年度調査を行った研究者たちの成果をまとめた展示
	　　（2026年9月～2027年1月・４島各島会場にて）
	💻研究成果発表会
	　　今年度調査を行った研究者たちの成果の発表会
	　　（2027年3月・オンライン予定）
	ぜひご観覧・ご参加ください！
	研究者５



	鹿島 稜さん（広島大学）
	隠岐島浅海域における魚類群集構造の把握
	および隠岐周辺海域の魚類相の整理
	１年目
	「どんな魚が、いつ、どこにいるのか」
	を記録していき、
	この海の魅力や面白さを多くの方に
	伝えていきたいと思っています。
	捕れた魚をお見せしながら、
	お話しできたら嬉しいので、
	もし海辺で私たちを見かけたら
	ぜひ気軽に声をかけてください。




